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【特に情報提供を頂きたい項目】
〔a〕図面等のデータ化：電気事業者、ガス事業者、通信事業者、水道事業者、下水道事業者等（以下「インフ

ラ事業者」）が有している自社の設備情報（紙を含む）をデジタル化する技術・システム

〔b〕経年埋設物のデータ化：開削工事時のデータ取得（他者が開削した際のデータ取得を含む）、非破壊探査
等のデータ取得技術・システム

〔c〕位置補正・共通フォーマットへの変換：異なるフォーマットのデータの変換・特定ユースケース（例：道
路管理）等に必要な基準地図への変換技術・システム
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